
普
題
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）

村
　
山

修

一

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
以
上
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
繕
事
あ
る
二
三
の
黙
を
考
へ
た
所
の
唱
導
集
上
怒
は
、
本
末
爾
怒
に
渉
6
完
結
せ
る
寓

木
を
傳
へ
て
る
る
が
、
中
怒
下
怒
に
つ
い
て
は
、
各
々
そ
の
末
怒
の
而
も
前
掌
部
を
遺
せ
る
に
過
ぎ
す
、
そ
の
内
容
全

般
に
就
い
て
は
、
上
懇
々
頭
に
附
せ
ら
れ
た
唱
導
集
通
巻
の
目
次
に
よ
っ
て
、
僅
か
に
之
を
窺
ひ
う
る
の
み
で
あ
る
。

從
っ
て
、
現
存
す
る
限
り
の
も
の
に
つ
い
て
之
を
言
ふ
な
ら
ば
、
中
言
に
於
て
は
先
に
掲
げ
た
唱
導
集
序
文
に
い
ふ

「
歎
二
代
之
佛
菩
薩
こ
の
部
分
に
當
る
と
思
は
れ
る
所
が
見
ら
れ
、
下
蓉
に
あ
っ
て
ぱ
、
一
、
勘
ぬ
二
藁
菰
往
生
傳
こ
と
あ
る

も
の
に
符
合
す
る
個
所
を
残
し
て
み
る
事
が
知
ら
れ
る
。
「
歎
二
代
之
佛
菩
薩
一
」
の
篇
で
は
、
最
初
、
初
七
日
よ
り
第

三
年
に
至
る
折
々
の
追
善
供
養
に
供
へ
た
表
白
の
一
群
が
あ
り
、
次
い
で
左
の
諸
項
を
一
括
し
た
雑
修
善
と
産
す
る
一

類
の
表
自
の
く
る
所
が
あ
る
。

　
　
佛
生
野
　
浬
契
講
　
詞
梨
帝
　
栴
纏
健
達
婆
王
　
一
眺
沙
門
　
自
慰
天
　
大
黒
天
紳
　
餅
才
天
　
四
天
王
　
一
一
王
　
夜
叉
紳

こ
の
内
、
些
か
吾
人
の
興
昧
セ
惹
く
二
三
の
も
の
に
つ
い
て
注
意
し
て
み
た
い
。
部
ち
既
沙
門
以
下
の
爾
、
現
在
に
於

　
　
　
　
普
通
唱
聾
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
纂
二
號
　
　
三
四
九
　
　
，
．

（　1・11　）



　
　
，
　
磐
通
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
策
陸
棲
　
　
3
五
〇
．
　
ρ

て
も
俗
衆
に
親
し
み
を
も
た
れ
る
事
多
い
請
奪
の
内
、
標
題
に
あ
り
乍
ら
記
事
の
な
い
大
黒
天
紳
、
二
王
、
夜
叉
紳
等

を
除
き
、
穫
り
の
も
の
に
關
し
て
考
察
を
進
め
て
み
よ
う
。

　
も
と
、
層
累
の
天
事
た
り
し
吉
鮮
天
、
弊
財
天
乃
至
四
時
過
も
我
國
に
於
て
は
、
既
に
早
く
固
有
の
棘
紙
と
習
合
又
、

は
本
革
せ
ら
れ
て
民
賜
生
馬
の
内
に
入
り
つ
、
あ
り
し
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
ぼ
正
史
の
う
ち
に
、
四
天
王
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

聾
し
て
位
階
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
の
見
ゆ
る
に
よ
っ
て
も
窺
ひ
し
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
れ
が
民
衆
の
信
仰
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
も
深
く
入
り
こ
め
る
事
は
、
各
種
の
説
誘
類
か
ら
し
て
説
明
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

　
註
⑬
三
代
實
簸
貞
魏
九
年
十
月
玉
田
の
條
、
四
天
王
榊
に
從
五
位
下
な
授
け
ら
れ
六
こ
と
が
見
え
ろ
。

　
　
⑭
A
善
悪
語
手
藩
叢
雲
柔
）
巷
＋
七
、
王
難
仕
・
由
．
群
羊
嚢
察
…
第
四
雲
箔
饗
、
窪
世
羅
仕
嘉
．
鮮
天
女
撫
・
雍
…
三
宅
鱒

　
　
　
宇
泊
塗
場
語
巷
＋
異
論
慧
鍵
講
沙
門
御
蔓
の
事
総
森
糞
記
申
得
、
窮
霧
粒
照
準
斐
女
墜
攣
現
塾
隷
筆
翠
が
α

　
　
　
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
之
を
以
て
吾
人
は
直
ち
に
、
早
く
か
ら
少
く
も
準
安
朝
の
初
頭
頃
よ
り
是
等
諸
天
に
写
す
る
信
仰
が
、
神

祇
に
於
け
る
下
伸
固
有
の
信
仰
形
態
に
即
し
た
形
を
と
り
、
且
そ
れ
が
、
　
一
般
庶
民
就
會
の
信
仰
と
も
な
っ
て
み
る
事

を
示
す
と
解
す
る
の
は
、
稽
，
郎
断
に
過
ざ
る
か
と
思
ふ
、
、

　
蓋
し
、
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
佛
毅
の
民
衆
化
、
ひ
い
て
唱
導
の
流
行
が
、
・
そ
の
内
容
に
於
て
時
に
一
般
國
民
の
精
紳

生
活
の
上
に
、
却
っ
て
昏
睡
瞬
有
の
紳
に
聾
す
る
信
仰
的
輔
翼
を
反
省
せ
し
む
る
契
機
を
輿
へ
た
事
の
一
例
は
、
襲
に

吾
人
が
前
章
の
薫
り
に
於
て
蓮
べ
た
所
で
あ
っ
た
。
繰
返
し
て
云
ふ
な
ら
ば
、
佛
激
信
仰
の
構
造
が
、
駆
馳
古
代
の
紳



に
封
ず
る
信
仰
の
そ
れ
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俗
衆
の
佛
へ
の
信
仰
を
容
易
な
ら
し
む
る
と

共
に
、
そ
の
事
は
他
面
叉
、
こ
の
古
代
以
來
の
継
紙
信
仰
の
精
神
構
造
そ
の
も
の
を
自
畳
的
に
説
明
し
、
反
省
せ
し
む
る

作
用
を
も
件
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
即
ち
一
般
疏
會
に
於
け
る
佛
敷
の
流
布
画
展
こ
そ
は
、
又
實
に
こ
の
魁
會
に
、
我
國

本
來
の
弊
紙
信
仰
に
於
け
る
薗
畳
的
な
も
の
を
興
隆
展
開
せ
し
め
る
の
時
で
も
あ
っ
た
事
を
特
に
云
ひ
た
い
と
思
ふ
。

中
世
に
於
け
る
理
論
紳
溢
興
隆
の
獲
端
が
、
正
に
新
殿
澱
民
衆
化
運
動
の
初
期
と
和
併
行
し
て
み
た
情
勢
の
決
し
て
偶

然
で
な
か
っ
た
事
も
、
實
蔑
的
な
庶
民
歳
會
に
於
け
る
か
や
う
な
事
情
を
考
ふ
る
に
つ
け
て
、
亦
こ
、
に
そ
の
基
礎
づ

け
ら
る
べ
き
も
の
が
あ
る
事
を
思
ひ
含
は
す
の
で
あ
る
。

　
佛
教
民
衆
化
蓮
動
　
　
佛
澱
信
仰
の
庶
民
生
活
標
式
へ
の
接
近
（
古
代
氏
族
的
な
紳
紙
信
仰
へ
の
順
鷹
）
　
　
古
代
的
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

鼠
紙
信
仰
形
態
の
強
調
套
展
、
か
く
し
て
辿
り
來
つ
た
論
理
的
道
程
を
、
今
や
吾
入
は
こ
、
に
取
上
げ
た
毘
沙
門
以
下

の
信
仰
の
上
に
つ
い
て
も
考
へ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
慶
と
し
て
の
諸
神
が
固
有
の
風
戸
的
な
信
仰
の
鎮
域
へ
と

移
り
ゆ
き
、
途
に
そ
れ
が
庶
民
就
會
に
於
て
一
般
的
事
實
ど
な
る
そ
の
心
的
過
稚
は
、
ま
さ
に
吾
入
を
し
て
叙
上
の
中

世
初
期
島
民
佛
澱
の
齎
し
た
経
過
に
、
併
行
的
な
も
の
、
あ
る
事
を
思
は
し
む
る
所
で
あ
る
。
そ
は
併
行
的
な
る
事
が

直
ち
に
爾
者
間
の
直
接
の
交
渉
を
も
つ
と
す
る
の
で
は
な
～
＼
園
吏
の
王
に
漸
く
そ
の
姿
を
簸
げ
來
つ
た
當
代
の
庶
民

生
活
が
、
そ
の
精
紳
的
な
る
饒
域
の
内
に
等
し
く
も
て
る
魯
己
狡
展
的
な
要
講
と
し
て
、
宗
毅
界
に
於
け
る
信
仰
的
諸
事

象
の
受
入
れ
方
に
、
類
似
的
、
併
行
的
な
過
稚
の
あ
っ
た
事
を
言
慧
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
毘
沙
…
門
以
下
の

　
　
　
　
普
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
二
二
號
　
　
三
五
一
．



　
　
　
　
　
誓
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
ド
齢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
五
二

天
部
信
仰
は
、
そ
の
援
端
に
於
て
元
よ
り
夫
々
時
代
絢
に
前
後
あ
り
、
そ
れ
に
は
詳
細
な
考
諦
も
併
せ
必
要
と
さ
れ
る
で

あ
ら
う
が
、
や
が
て
中
世
初
期
に
及
ん
で
均
し
く
織
愈
的
な
地
盤
を
も
つ
に
至
っ
た
事
ぽ
、
以
上
の
論
証
的
な
蘭
聯
を

考
ふ
る
に
よ
っ
て
も
大
膿
は
讃
し
う
べ
き
班
で
あ
り
、
先
に
掲
げ
た
四
天
王
に
位
階
を
授
・
、
る
の
例
や
吉
群
天
・
毘
沙
糟

天
に
所
っ
て
鵬
貴
を
得
た
庶
民
の
説
話
は
、
術
そ
の
信
仰
が
興
に
民
衆
納
な
性
格
を
も
つ
以
前
の
、
異
質
者
に
謝
す
る

好
奇
的
な
心
持
が
、
多
く
ひ
そ
め
ら
れ
て
る
る
事
を
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
唱
導
集
表
白
は
當
代
人
に
か
く
呼
び
か
け
て
み
る
。

　
　
　
吉
鮮
天
女

　
　
此
天
女
奪
像
者
信
仰
之
輩
工
廠
萬
事
大
吉
之
功
矯
恭
敬
之
入
必
聴
一
切
不
群
得
　
切
吉
論
旨
順
奉
名
吉
士
天
女
、
多
聞
天
是

　
　
蕎
吉
群
轟
定
門
定
離
擢
羅
無
策
華
翠
雲
字
三
摩
耶
形
如
馨
羅
醜
選
集
響
巌
鼓
凝
妙
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
こ
）

　
　
凡
随
衆
生
之
銀
輪
禾
與
無
爵
之
財
費
　
現
世
常
生
世
間
凄
世
歯
群
愈
像
之
人
　
無
不
成
就
一
切
求
願
者
乎

　
　
　
　
三
才
　
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
む

　
　
惣
徳
斎
燈
　
溺
功
徳
者
一
切
才
藝
至
巧
無
量
財
費
忽
鷹
取
醗
字
船
瀬
種
字
澗
能
義
不
可
得
語
調
・
諦
者
審
實
不
虚
之
義
伽
…
切
藝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ク
　
レ
リ
　
　
ヘ
　
　
　
ァ
　
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
ゲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
サ
ト
ル
　
　
　
　
ジ

　
　
能
事
樹
影
鮮
　
諸
事
作
□
同
満
樹
足
　
或
具
八
瀞
殖
　
今
是
持
二
琵
琶
一
　
此
琵
琶
麿
急
調
昌
律
之
聲
專
一
纏
陰
陽
之
撫
墨
　
四
位
一
聲

　
　
　
　
フ
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　

ぎ
ヒ
へ
な
　
じ
テ
ヅ

　
　
三
三
表
二
四
海
　
一
天
之
安
全
一
　
千
調
萬
撫
　
忽
復
嬬
千
秋
萬
歳
隠
蟹
算
者
也
　
凡
厭
功
徳
得
不
レ
可
ド
胴
突

比
較
的
台
墨
あ
る
二
天
の
文
を
墨
げ
た
の
で
あ
る
が
、
青
髭
天
女
の
方
の
書
聾
し
に
「
既
天
女
奪
聖
者
」
と
あ
る
如
く
、

紛σ



表
自
さ
れ
る
も
の
、
墨
壷
が
眼
前
に
概
か
れ
た
上
で
こ
の
文
が
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
事
を
先
づ
知
る
で
あ
ら
う
。
辮

財
天
の
方
も
文
中
に
、
「
今
是
琵
琶
ヲ
持
ス
」
云
々
と
あ
る
こ
と
か
ら
半
襟
に
考
へ
ら
れ
、
四
天
王
な
ど
に
於
て
も
文
中

に
明
示
せ
る
文
字
は
な
い
が
墾
る
所
は
な
か
っ
た
と
思
ふ
。
而
し
て
こ
の
二
つ
の
唱
導
文
が
説
か
れ
る
に
際
し
、
大
衆

の
最
も
注
意
せ
る
所
が
恐
ら
く
是
等
諸
天
の
も
つ
功
用
で
あ
っ
た
ら
う
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
吉
群
天
が
無
窮
の
財
寳

を
輿
ふ
る
功
用
と
い
ひ
、
辮
財
天
が
一
切
の
才
藝
を
上
達
せ
し
め
る
功
徳
と
い
ひ
、
何
れ
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
實
に
帥

せ
る
事
柄
で
、
あ
り
、
之
に
よ
っ
て
民
衆
が
も
つ
儒
仰
の
形
式
も
、
恐
ら
く
從
來
の
雨
脚
に
封
ず
る
そ
れ
と
本
質
的
に
は

多
く
写
れ
る
も
の
を
齎
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
佛
家
の
手
に
編
ま
れ
た
こ
の
文
に
於
て
さ
へ
、
か
、
る
現
世
的
な

性
箏
附
言
さ
れ
た
吉
癸
盗
笑
賎
羅
晟
會
の
信
曾
於
て
殺
的
な
粟
麩
箸
ぽ
要
事
も
誓
醐

て
容
易
の
滋
筋
で
あ
っ
た
と
云
へ
る
。
就
中
、
辮
財
天
は
早
く
よ
り
之
が
美
瀟
、
或
ひ
は
世
上
の
樋
清
を
輿
ふ
る
も
の

と
し
て
還
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
財
寳
の
騨
と
も
仰
が
れ
る
や
う
に
な
っ
て
み
た
が
、
一
切
才
藝
の
上
．
達
を
か
な
ふ
る
と

す
る
こ
の
方
面
の
信
仰
は
、
特
に
當
代
に
至
っ
て
権
輿
な
登
展
を
み
た
の
で
あ
り
、
こ
の
信
仰
こ
そ
は
、
庶
民
生
活
に
於

て
當
然
最
後
の
要
求
と
し
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
今
や
吾
人
ぱ
唱
導
集
の
著
者
が
感
能
た
．
る
名
羅
の

下
に
意
味
せ
る
概
念
の
、
實
は
一
般
民
衆
就
愈
を
さ
す
所
で
あ
っ
た
と
説
け
る
前
章
の
所
論
を
想
起
す
る
。
愛
に
い
ふ
才

藝
も
そ
の
推
し
廣
め
ら
る
、
所
、
や
が
て
藝
能
な
る
概
念
に
ま
で
連
ら
な
る
事
は
、
云
は
す
し
て
明
か
で
あ
る
。
．
人
間

活
動
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
が
、
藝
能
に
属
す
・
べ
き
當
代
庶
民
砒
會
に
於
て
は
、
才
藝
の
巧
な
る
事
こ
そ
彼
等
生
活
獲
展
の

　
　
　
　
普
通
唱
鱒
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
第
二
號
　
　
三
五
三



　
　
　
　
難
題
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
五
四

最
大
の
契
機
で
あ
っ
た
。
辮
財
天
が
騰
民
就
會
の
獲
展
と
共
に
、
こ
の
後
準
々
大
衆
的
な
風
格
を
帯
び
て
親
し
ま
れ
て

行
っ
た
の
は
自
然
で
あ
り
、
且
そ
れ
に
は
轡
型
み
な
か
っ
た
市
民
的
色
彩
を
殊
に
多
く
有
し
た
事
、
鄙
の
生
活
に
鋼
し

て
新
た
な
庶
民
の
藝
能
世
界
が
開
け
つ
、
あ
る
事
に
よ
っ
て
も
、
よ
く
窺
ふ
事
が
出
遊
る
で
あ
ら
う
。

　
事
實
、
現
存
せ
る
木
彫
遺
物
に
つ
い
て
見
る
も
、
以
上
の
考
へ
を
吾
人
は
よ
く
こ
の
内
か
ら
確
め
う
る
で
あ
ら
う
。

彼
の
鶴
岡
八
幡
宮
の
解
発
立
像
や
土
佐
雪
膜
寺
の
吉
群
天
像
、
同
じ
く
毘
沙
門
天
像
な
ど
は
、
そ
の
製
作
の
時
期
に
つ

い
て
或
は
作
者
に
つ
い
て
明
か
な
銘
記
を
も
ち
、
且
當
代
の
優
作
た
る
に
於
て
人
の
知
る
所
で
あ
る
が
、
今
か
、
る
表

自
を
併
せ
考
へ
て
、
民
衆
唱
導
の
欝
象
た
る
意
字
を
こ
、
に
思
ふ
と
き
、
諸
等
諸
像
の
何
れ
を
も
通
じ
て
直
槻
的
に
受

－
・
人
間
警
も
の
蔵
じ
は
、
嬰
・
田
鼠
襲
と
し
て
の
籍
風
量
確
か
に
別
品
黛
民
審
が
も
つ
信
圃

仰
的
根
掘
に
山
盛
せ
る
こ
と
が
云
ひ
え
ら
れ
る
と
臓
ふ
。
雪
膜
寺
の
も
の
、
如
き
、
爾
像
共
に
雨
手
は
惜
し
く
も
欠
け

て
み
る
に
拘
は
ら
す
、
爾
是
等
の
内
に
失
ひ
え
な
い
人
間
的
な
親
し
み
は
、
現
益
累
累
至
人
問
的
要
求
を
も
つ
こ
と
強
い

庶
民
生
活
の
雰
魂
迎
に
あ
る
敬
仰
謝
象
と
し
て
、
俗
人
と
は
ま
さ
に
圃
一
世
界
の
存
在
者
た
る
べ
き
を
撮
せ
し
む
る
に

充
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
邊
僻
の
地
、
土
佐
に
も
見
出
さ
る
、
黙
に
於
て
、
こ
の
信
仰
の
當
代
に
於
け
る
鑛
が
り

の
程
も
推
察
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
か
く
し
て
天
馬
諸
神
が
宗
激
界
の
信
仰
醤
象
た
り
つ
、
、
俗
冠
會
へ
の
接
近
に
よ
う
、
そ
れ
が
極
め
て
人
間
的
な
も



の
を
多
分
に
有
す
、
る
に
至
っ
た
事
を
云
ひ
う
る
と
す
れ
ば
、
俗
界
の
存
在
即
ち
人
間
で
あ
り
乍
ら
、
聖
者
と
し
て
の
三

舞
的
な
性
格
を
俗
衆
の
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
淀
謂
は
や
そ
の
逆
な
る
現
象
を
、
吾
人
は
次
に
掲
げ
ら
れ
た
槻
師
の
條
に

つ
い
て
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
こ
、
に
並
。
へ
ら
れ
た
罪
質
は
、

　
　
量
器
菩
薩
　
愚
智
阿
閥
梨
　
金
剛
智
三
藏
　
善
無
畏
三
冠
　
　
一
行
阿
闘
梨
　
不
縁
三
藏
　
証
果
和
爾
　
弘
法
大
師
　
旅
装
僧
正

　
、
上
宮
太
子
　
傳
教
大
師
　
慈
畳
大
師
　
智
謹
大
師
　
慈
恵
大
師
　
布
袋
和
爾
　
達
磨
大
師
　
智
者
大
師
　
孔
子
影
　
老
子
影
　
顔
回

　
　
影
　
臼
樂
天
影
　
入
麿
影
　
亡
親
形
像
影

の
二
十
三
者
で
あ
っ
て
、
濁
b
我
國
に
止
ま
ら
す
支
那
及
天
竺
の
人
物
に
亙
り
、
出
自
は
信
侶
の
み
な
ら
す
十
二
者
、

連
文
へ
実
入
に
毒
及
ん
で
ゐ
・
。
孔
孟
下
の
叢
に
髭
の
字
が
宅
、
斐
に
微
し
て
も
明
か
な
聖
、
蜘

之
等
の
人
物
が
圓
像
と
し
て
掲
げ
ら
れ
つ
、
表
白
が
行
は
れ
た
事
を
知
る
の
で
、
先
の
諸
天
の
場
合
と
同
様
謝
象
物
に

よ
っ
て
唱
導
の
主
旨
も
多
く
補
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
々
に
は
影
の
字
は
見
え
な
い
が
、
之
と
て
も
同
標

圖
像
に
よ
る
表
白
が
な
さ
れ
た
と
思
は
れ
る
。
こ
れ
ら
圏
像
は
す
で
に
此
時
代
以
前
か
ら
も
多
く
存
し
、
そ
れ
み
＼
の

場
倉
ま
つ
ら
れ
、
ま
た
用
ひ
ら
れ
も
し
て
み
た
が
、
な
ほ
蕪
殿
に
於
け
る
八
條
院
の
弘
法
大
師
影
供
（
正
課
語

勧）

笵
薗
ｩ
の
持
夏
冬
於
け
る
聖
徳
亜
聖
の
供
養
（
習
妻
鏡
承
元
餌
年
十
｝
月
二
十
二
碍
の
隆
）
等
の
事
實
は
、
こ
の
こ
と
を
想
ふ
慧
智
糠
と
も

な
る
で
あ
ら
う
。
叉
當
時
磯
回
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
も
の
が
、
愛
に
列
畢
さ
れ
た
も
の
、
み
に

止
隠
る
と
い
ふ
諜
で
は
な
い
。
癒
師
と
し
て
仰
が
れ
た
で
あ
ら
う
人
々
は
、
殊
に
僧
侶
に
於
て
も
爾
多
く
を
豫
想
さ
れ

　
　
　
　
普
通
唱
螂
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
谷
．
第
二
難
　
　
三
五
五



　
　
　
　
煎
戦
遺
暇
門
門
寸
集
に
．
つ
い
ば
k
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
・
盤
〃
二
二
　
　
　
謙
写
研
轟
得

る
の
で
あ
り
、
論
説
又
こ
の
標
題
中
に
は
な
い
が
、
表
目
の
本
文
率
で
は
慈
悪
大
師
と
布
袋
曾
爾
と
の
間
に
善
導
和
樹

や
法
然
上
人
の
如
き
名
が
見
え
て
を
る
の
で
あ
る
。
た
㎏
そ
れ
が
「
可
勘
入
潮
」
と
註
記
あ
る
の
み
で
記
事
を
欠
く
の

は
、
良
季
の
宗
激
的
な
立
場
か
ら
見
て
、
當
然
新
宗
派
を
俄
に
容
認
し
難
か
っ
た
事
情
に
も
墓
つ
く
で
あ
ら
う
が
、
少

く
も
名
の
み
で
も
取
入
れ
た
所
に
、
・
當
代
新
宗
涙
の
旺
盛
が
よ
く
一
般
人
を
し
て
品
等
高
儒
に
耐
師
と
し
て
の
地
位
を

輿
へ
し
め
て
み
た
消
息
を
窺
へ
る
で
あ
ら
う
。
彼
の
西
本
願
寺
議
す
る
養
畜
聖
人
岡
像
の
如
き
が
、
果
し
て
当
代
の
作

品
な
る
こ
と
確
か
な
り
と
す
れ
ば
、
之
も
亦
以
上
の
黙
で
當
然
磁
師
と
し
て
崇
緑
樹
象
の
用
に
供
せ
ら
る
べ
き
も
の
、

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
此
庭
に
列
記
さ
れ
た
始
め
の
籠
猛
菩
薩
よ
り
恵
桑
戸
爾
に
至
る
七
人
は
、
皆
天
竺
震
旦
の
高
僧
で
あ
っ
て
、
　
一
般
に

は
献
言
の
先
師
と
し
て
知
ら
れ
仰
が
れ
る
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
が
、
次
に
心
す
る
聖
徳
太
子
、
並
に
弘
法
大
師
以
下
三

界
の
明
匠
達
は
親
し
み
を
も
つ
べ
き
我
國
の
人
々
で
あ
り
、
布
袋
、
達
磨
等
は
二
二
入
で
な
い
が
、
そ
の
特
異
の
相
貌

に
早
く
か
ら
人
々
の
眼
を
惹
き
つ
け
た
も
の
と
し
て
、
共
に
考
ふ
べ
き
所
が
多
い
で
あ
ら
う
。
更
に
次
の
孔
子
以
下
の
．

諸
人
に
至
っ
て
は
、
、
吾
人
は
別
の
意
味
を
考
へ
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
、
る
。
そ
れ
は
胴
段
表
白
の
主
旨
が
淫
っ
て
み
る
か

ら
と
い
ふ
に
よ
る
の
で
は
沁
ひ
く
、
孔
子
以
下
の
．
諸
人
を
あ
は
せ
こ
、
に
録
し
た
編
纂
の
態
度
に
異
っ
た
も
の
を
見
る
か

ら
で
あ
っ
て
、
後
蓮
す
る
所
に
於
て
之
は
漸
次
明
か
に
さ
れ
や
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
表
白
の
膿
裁
と
し
て
は
之
等
皆
共

通
し
た
形
を
と
っ
て
を
り
、
要
は
一
個
人
の
縛
記
を
、
就
中
特
色
あ
る
霧
行
事
績
に
重
黙
を
お
い
て
記
帳
し
た
も
の
で
，

IES　〉



あ
る
。
此
二
か
長
文
で
あ
る
か
ら
一
例
を
示
す
に
止
め
た
い
。

　
　
　
　
布
袋
和
爾

　
　
今
此
布
袋
和
爾
者
　
傳
記
睡
々
凍
雲
徳
行
不
一
　
豪
猛
勘
一
傳
記
一
云
弥
勤
菩
薩
之
化
身
也
其
行
儀
心
操
世
帯
無
測
之
一
　
或
時

　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
み
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
フ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
遊
四
望
｝
供
養
競
而
自
然
　
　
或
時
行
道
傍
堂
子
集
而
遊
戯
　
　
一
切
供
養
物
不
悉
　
善
悪
持
一
布
袋
一
画
而
入
納
其
中
一
　
難
三
入
二
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
コ
　
　
フ
ぐ
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
こ
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
サ
ル

　
　
々
異
物
甲
　
移
之
才
童
皆
遺
作
二
軸
章
牙
音
無
米
丁
蹄
叉
成
種
々
琢
費
難
素
甘
文
無
誰
物
H
　
行
儀
非
二
入
之
辞
儀
之
階
或
時
震
旦
國

　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
ヒ
テ
　
ノ
　
　
　
ア
　
ル
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト

　
　
黙
々
各
厭
二
型
之
“
任
四
温
旧
邸
去
　
去
後
釜
難
中
観
渇
　
僧
時
人
驚
而
重
難
召
講
一
夏
不
離
國
軽
四
甚
之
聞
　
強
危
難
講
猴
不
來

　
　
　
　
　
テ
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
ニ
　
ヲ

　
　
還
一
示
云
魚
翅
講
二
我
者
ロ
バ
可
安
置
我
形
像
影
琢
與
二
我
功
理
均
而
夏
男
無
二
差
畢
鵬
慈
如
其
心
安
置
之
一
安
置
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
リ
　
　

ッロ

@
　
　
　
　
あ
り
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヲ
　

テ
　
　
　

ノ
ニ
　
　
ム
ノ
ミ
ヲ
　
　
　
ノ

　
　
所
観
渦
忍
野
而
富
貴
自
然
　
時
二
審
二
彌
勒
菩
薩
化
身
一
　
盗
聴
死
亡
漁
獲
不
ド
留
其
身
一
　
入
ご
所
早
撃
袋
貼
一
篇
二
階
袋
　
干
時
取
此
　
蜘

　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
袋
一
か
探
㎜
直
之
如
佛
曾
y
ム
矢
　
　
（
以
下
蒔
人
の
賛
あ
れ
ど
略
す
）

　
し
か
し
乍
ら
、
爾
か
、
る
傳
記
的
な
も
の
は
進
ん
で
次
の
下
懇
の
宋
憲
を
緩
く
に
よ
り
、
さ
ら
に
吾
人
は
多
数
の
例

に
接
す
る
事
が
出
來
る
。
下
怒
の
末
懇
は
、
序
に
著
者
が
「
藩
主
國
、
之
往
生
傳
こ
と
云
っ
た
所
で
あ
る
か
ら
當
然
で
は

あ
る
が
、
然
ら
ば
土
聾
し
た
耐
師
の
諸
傳
記
も
、
何
故
あ
は
せ
こ
の
内
へ
牧
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
。

之
に
劃
し
て
容
易
に
氣
付
く
こ
と
は
、
下
懇
に
載
せ
ち
れ
た
も
の
が
、
耐
師
の
場
合
の
如
き
影
供
の
料
に
す
る
爲
で
は

た
．
か
っ
た
と
い
ふ
事
で
あ
ら
う
。
郎
ち
身
分
的
に
は
　
天
皇
以
下
大
摂
音
響
貴
の
方
も
交
っ
て
は
を
ら
れ
る
が
、
叉
無

智
の
聖
人
、
下
賎
の
愚
人
を
も
綱
撮
し
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
岡
維
を
必
要
と
す
る
表
白
で
は
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
善
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
一
∴
五
七



　
　
　
　
瞥
通
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
三
巻
　
策
ご
搬
　
　
三
五
八

で
あ
る
。
一
人
物
の
綴
性
的
な
も
の
を
強
く
説
加
う
と
す
る
黙
に
於
て
、
観
師
の
人
々
は
別
な
扱
ひ
を
受
け
て
み
る
の

で
あ
り
、
下
怒
に
於
け
る
郷
貫
の
記
述
が
往
生
に
糊
し
て
詳
細
な
る
に
反
し
、
之
は
む
し
ろ
生
前
の
偉
績
徳
行
に
重
き

を
置
け
る
槻
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
往
生
と
し
で
の
事
實
に
統
一
さ
れ
た
蟻
壁
の
記
事
に
は
、
個
入
津
特
色
の
あ
ら

は
れ
る
事
が
比
較
的
薄
き
に
嬉
し
、
生
前
の
事
績
に
ガ
を
入
れ
る
事
は
、
そ
れ
だ
け
個
性
的
な
印
象
を
濃
く
す
る
事
に

た
．
る
か
ら
で
あ
る
。
前
例
と
謝
比
せ
し
め
る
爲
に
下
悲
か
ら
二
三
を
引
い
て
み
や
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
後
三
顧
院
者
　
後
朱
雀
院
第
三
之
御
子
也
　
御
母
陽
明
門
院
　
履
九
五
之
位
鐘
一
千
之
蓮
一
類
化
被
世
紳
塵
隠
階
　
輝
譲
之
後
逡

　
　
　
レ
郷
ス
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
）
乙
　
　
　
　
　
　
（
マ
・
）
　
　
　
　
　
ト
イ
フ
モ
ノ

　
　
面
喰
”
一
世
一
　
大
鰐
之
魎
專
心
不
胤
先
唱
念
佛
一
説
御
　
干
博
在
備
中
碧
羅
家
朝
臣
．
患
家
棲
栖
霞
笠
寺
　
延
久
五
年
五
月
七
日
曉
．

　
　
獲
躯
揮
蔵
書
鐸
肥
立
事
終
　
夢
中
間
之
入
蝦
鯛
　
此
是
仙
院
御
往
生
之
相
也
・
ぎ
誤
　
繕
後
入
來
答
云
　
天
皇
A
「
朝
藁
菰
曇
駕
渚
一
下

　
　
　
　
　
　
　
テ
　
ク

　
　
宇
治
大
粗
國
歎
云
　
天
皇
崩
蓮
之
速
偏
是
本
朝
不
幸
之
甚
熔
断
蛍

（15e）

信
濃
守
藤
原
永
三
者

弟
己
講
行
賢
途
其
志

前
串
斐
胴
着
嚢
子
也

　
　
マ
こ

同
暑
念
佛
如
眠
葡
終

身
融
融
俗
心
專
編
佛

奇
端
不
可
勝
計

永
長
元
年
夏
四
月
謂
家
人
云
　
死
期
既
云
出
家
在
志
　
招
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
し
ト

大
蒲
基
露
礁
丁
掛
伶
入
憶
念
也
　
最
後
終
焉
赴
居
　
有
聞
天
爵
樂
一
品
色
　
病
席
之
入
確
隠
之
一
答
日
　
聖
衆
來
迎
シ
給
只
今
也

聖
蜘
．
饗
得
奮
鵬
観
．
柳
花
蓋
蕪
被
遊
ケ
ル
ト
テ
錦
ノ
袋
ヨ
リ
瀬
ん
燦
幾
会
話
薫
シ
テ
領
置
ハ
春
庭
樂
ヲ
吹
婁
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ヘ
リ
　
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ
　
　
　
イ
キ
　
ユ
　
　
　
　
　
　
シ
ぎ
ル
　
　
エ
　
　
ノ
　
　
　
　
テ

ケ
ル
窓
チ
カ
ク
聖
衆
來
給
ト
テ
閣
下
箪
合
裳
念
佛
ス
ル
コ
ト
＋
像
反
ノ
後
容
顔
端
正
之
テ
露
霜
縄
ク
リ
長
二
其
糞
人
有
様
逡



　
　
　
　
　
　
ナ
カ
タ
チ
　
　
　
　
で
ヘ
ク
　
　
　
　
タ
ト
フ
　
　
　
　
ノ
　
ハ
　
　
　
　
　
　
ヤ
ナ
キ
　
　
　
ソ
ノ
　
カ
キ

　
　
爲
往
生
之
媒
者
鍬
　
尤
可
哀
植
尤
下
面
突
　
聖
衆
樂
柳
花
苑
ト
テ
柳
ノ
花
ノ
苑
卜
書
タ
ル
ニ
　
基
政
者
春
庭
樂
ト
テ
春
ノ
遊
ノ
樂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
ハ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
ヲ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

　
　
ト
云
ヲ
合
テ
聖
衆
ノ
音
樂
二
仕
比
三
月
比
ナ
リ
ク
ル
ニ
　
聖
衆
モ
境
二
等
ツ
テ
此
樂
ヲ
遊
シ
タ
リ
ケ
リ
　
基
政
モ
其
時
二
随
春
庭
…
樂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
ヲ
ノ
仕
り
タ
リ
ケ
ル
　
誠
不
思
議
ナ
リ
ケ
ル
事
ナ
リ
共
鷺
蕉
謙
譲
ノ
樂
也
ト
ソ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
談
字
も
あ
る
が
そ
の
ま
・
と
す
る
）

大
紳
基
政
の
例
は
、
餐
種
往
生
傳
の
掲
げ
ら
れ
た
最
後
に
く
る
も
の
で
、
往
生
の
際
に
於
け
る
來
画
幅
の
妙
音
雅
量
を
さ

な
が
ら
現
實
に
見
る
如
く
記
し
、
特
に
人
々
の
印
象
を
強
め
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
殊
に
こ
の
項
目
の
標
題
の
み

が
上
皇
の
総
目
次
に
は
見
え
な
い
こ
と
、
又
之
の
み
が
假
名
交
り
文
で
あ
る
事
な
ど
は
、
或
ひ
は
同
じ
著
者
の
後
か
ら

の
書
加
へ
に
非
ざ
る
や
を
想
は
し
め
る
の
で
あ
る
。
今
便
宜
上
、
上
上
載
す
る
所
に
よ
っ
て
下
潮
往
生
傳
の
目
次
を
示
　
勘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

し
て
み
や
う
。
（
但
し
天
竺
の
部
は
之
を
省
賂
す
る
）

　
　
　
　
天
竺
往
生
人
七
箇
條

　
　
　
　
震
旦
往
生
入
二
十
三
箇
條

　
　
恵
遠
法
師
事
　
曇
灘
法
師
事
　
道
珍
鳥
師
事
　
顯
灘
師
事
　
瓦
器
喩
事
　
登
法
師
事
　
洪
法
師
事
　
道
緯
灘
師
　
善
導
灘
師
事
　
感

　
　
法
師
事
　
偲
法
記
事
　
尼
浮
眞
事
　
尼
法
勝
事
　
尼
大
明
事
　
沙
彌
一
，
望
事
　
童
子
事
烏
場
國
王
事
　
随
朝
皇
后
事
　
章
之
蕃
事

　
　
紛
陽
縣
老
入
事
　
張
鐘
顯
事
　
扮
州
入
事
　
女
弟
子
梁
氏
事

　
　
　
　
本
朝
往
生
人
三
＋
七
箇
條

　
　
　
　
普
通
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
纂
二
號
　
　
三
皿
九
　
・



　
　
蕊
川
揃
僻
唱
叢
V
三
階
に
つ
い
て
一
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
小
ぜ
　
棺
廻
二
號
　
　
　
三
縄
ハ
○

　
常
盤
御
事
　
後
三
諦
院
御
事
　
左
大
踊
源
俊
房
事
　
看
大
臣
藤
原
朝
臣
良
相
事
　
大
納
言
源
朝
臣
雅
俊
事
　
模
中
納
言
源
朝
臣
頼

基
事
　
左
近
中
毒
源
朝
臣
雅
滞
留
　
左
近
少
將
藤
原
義
孝
事
　
少
將
源
時
叙
事
　
前
常
陸
守
源
経
繕
事
　
信
濃
守
藤
原
永
溝
事
　
散

位
源
傳
喜
　
慶
保
胤
事
　
僧
正
遍
照
事
　
礎
少
櫓
都
源
信
事
　
擢
律
師
明
議
事
　
阿
閥
梨
以
圓
事
　
沙
門
仁
慶
事
　
沙
門
廣
清
事

智
光
頼
光
事
．
源
室
上
人
事
　
磁
器
上
入
事
　
定
慶
己
講
事
　
高
辮
上
人
事
　
至
妙
法
事
　
滲
議
電
磁
卿
妻
室
事
　
櫻
中
納
言
基

最
早
室
事
　
漏
由
女
入
事
　
南
京
女
人
事
　
藤
原
資
…
李
乱
書
事
　
上
野
國
小
女
事
　
源
忠
遠
妻
事
　
小
野
氏
女
弟
子
事
・
源
頼
俊
事

安
養
尼
事
　
永
槻
律
師
事

之
を
一
覧
し
て
戴
す
る
事
は
、
種
生
人
採
録
の
普
遍
性
で
あ
ら
う
。
襲
に
吾
輩
が
唱
導
集
上
巻
の
本
岩
に
つ
い
て
論
じ

た
際
、
強
調
し
た
著
者
の
全
屠
腹
な
態
度
は
、
愛
に
つ
い
て
も
思
ひ
合
す
事
が
出
來
る
。
往
生
の
普
遍
性
を
一
般
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
説
く
爲
に
は
、
各
種
身
分
の
人
を
拉
し
來
っ
て
事
實
の
形
と
し
て
之
を
示
す
事
が
必
要
で
あ
っ
た
。
中
藩
の
戯
師
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

個
人
的
な
る
も
の
を
と
く
に
勢
し
、
自
ら
之
が
そ
の
主
旨
を
異
に
す
る
所
以
で
あ
る
。
瓢
師
の
條
に
「
可
勘
入
之
」
と
し

て
記
事
を
掲
げ
な
か
っ
た
善
導
和
術
や
法
然
へ
源
察
）
土
入
が
、
こ
、
に
至
っ
て
あ
ら
は
れ
て
く
為
こ
と
略
、
叉
七
っ
て

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
部
に
入
れ
る
限
り
両
者
と
も
そ
の
内
容
が
、
積
極
的
な
徳
行
よ
り
、
む
し
ろ
一
般

往
生
入
と
し
て
の
資
格
に
煽
て
説
か
れ
て
み
る
事
は
自
然
で
あ
る
が
、
術
著
者
に
は
灘
師
の
部
へ
移
す
べ
き
か
往
生
人
，

と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
か
、
幾
多
決
し
．
兼
ね
る
所
の
あ
っ
た
次
第
が
窺
は
れ
る
。
先
の
「
可
記
入
之
」
の
四
文
字
こ
そ
、
嚴

た
る
新
語
會
情
勢
の
前
に
、
之
を
打
豆
し
難
き
著
者
の
悩
み
が
深
く
あ
っ
た
事
を
察
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
r



　
し
か
し
、
か
く
の
如
き
著
者
の
態
度
や
怠
癖
は
、
か
へ
っ
て
そ
れ
だ
け
に
こ
の
往
生
傳
を
し
て
特
色
あ
る
も
の
に
し

」
た
事
を
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
一
に
そ
れ
は
著
者
が
此
等
諸
悪
記
の
強
暴
に
つ
い
て
如
何
に
努
力
し
た
か
と
い
ふ
黙
に
館

着
す
る
と
い
へ
よ
う
。
蓋
し
慶
滋
保
胤
の
日
本
往
生
極
樂
記
を
並
並
と
す
る
各
種
往
生
傳
の
類
は
、
既
に
そ
の
多
く
が

前
代
末
當
代
初
期
に
か
け
て
そ
の
編
述
を
見
て
み
る
の
で
あ
り
、
其
他
今
昔
物
語
の
如
き
説
話
類
に
も
幾
多
の
傳
記
類

が
散
見
す
る
の
で
あ
っ
て
、
當
時
良
季
が
こ
の
三
國
往
生
傳
を
編
す
る
に
當
っ
て
は
、
そ
の
素
材
を
提
供
す
る
も
の
決

し
て
少
し
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
故
に
こ
の
目
次
に
よ
っ
て
知
ら
る
、
如
く
、
彼
が
三
國
惣
通
じ
合
計
六
十

七
箇
條
の
傳
記
を
掲
げ
た
事
も
、
そ
の
数
を
得
る
に
於
て
何
等
困
難
を
生
す
る
事
は
な
か
っ
た
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

事
實
こ
の
書
に
於
て
彼
も
「
掬
至
＃
戚
・
悠
三
線
籏
者
　
三
國
往
生
傳
三
寳
戚
塩
煮
　
其
謹
非
一
　
其
皇
帝
多
」
と
述
べ

て
み
る
の
で
あ
り
、
締
「
本
朝
往
生
傳
、
拾
遺
往
生
傳
、
後
拾
曲
遮
往
生
傳
等
々
前
著
の
拾
御
壷
を
業
眼
に
編
せ
ら
れ
た
往
生

傳
が
、
既
・
に
籾
次
い
で
世
に
あ
ら
は
れ
た
當
時
に
あ
っ
て
、
更
に
彼
が
同
襟
な
も
の
を
編
述
せ
ん
と
企
て
る
必
要
は
、
少

し
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
只
此
等
の
書
は
必
ず
し
も
専
ら
唱
導
の
用
と
し
て
著
は
さ
れ
た
諜
で
な
く
、
殊
に
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
田
本
往
生
極
樂
記
に
し
て
そ
の
序
に
謂
ふ
所
の
著
作
動
機
は
、
支
那
の
浮
士
論
や
下
下
傳
に
な
ら
ひ
日
本
の
往
生
傳

を
著
は
さ
ん
と
す
る
事
で
あ
っ
た
。
郎
ち
書
物
の
著
述
そ
の
事
が
、
先
づ
第
一
の
表
面
的
な
意
識
と
し
て
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
故
に
是
等
は
唱
導
用
と
し
て
は
、
そ
の
傳
或
ひ
は
長
き
に
過
ぐ
る
も
の
あ
り
傳
記
の
人
物
を
探
る
に
偏
す
る
所

あ
り
、
十
…
地
に
於
て
も
殆
ん
ど
我
國
に
限
ら
る
、
嫌
あ
っ
て
、
傍
々
良
季
の
選
揮
整
理
に
よ
う
新
た
だ
か
る
往
生
傳
の
編

　
　
　
　
普
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
第
二
十
三
巻
　
第
二
競
　
　
三
六
」

（153）



　
　
　
　
賦
馳
遡
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
　
三
品
ハ
ニ

輯
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
往
生
傳
無
罪
の
初
め
に
常
っ
て
彼
が
「
中
陣
旨
趣
可
加
詞
」
と
註
記
し
で
る
る
事
も
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

こ
の
往
生
傳
が
前
著
の
諸
下
記
か
ら
の
軍
な
る
引
抜
で
な
い
こ
と
を
明
か
に
示
し
て
み
る
。
今
、
一
々
諸
傳
を
鋼
比
せ
し

し
め
る
の
煩
は
避
け
る
が
、
試
み
に
先
に
例
示
し
た
後
三
冠
院
と
信
濃
守
藤
原
漏
壷
の
文
を
、
綾
本
朝
往
生
傳
や
拾
遺
往

生
傳
（
怒
中
）
中
に
あ
る
も
の
と
比
較
謝
々
さ
る
、
な
ら
ば
、
之
だ
け
よ
り
し
て
も
容
易
に
か
く
云
ふ
事
が
嶺
來
る
で
あ

ら
う
。
「
且
爲
生
撒
喜
之
心
一
且
爲
鞍
鼻
仰
之
思
　
謹
勘
二
往
代
之
清
洲
　
欲
添
常
座
之
潤
色
一
」
と
い
ふ
著
作
の
趣
意

は
、
か
く
し
て
從
來
の
往
生
三
面
に
み
ら
れ
た
著
者
の
意
圏
と
、
必
ず
し
も
同
一
親
さ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
事
を
思

は
し
め
る
の
で
あ
る
。

難
し
た
墨
家
霧
の
内
に
あ
っ
て
、
改
め
て
考
へ
要
ゑ
き
も
の
犠
記
の
吝
の
も
の
在
々
で
あ
・
。
脚

傳
記
の
も
つ
興
味
が
本
來
そ
れ
が
あ
る
特
異
の
溶
性
に
費
し
て
や
あ
る
事
は
、
、
更
に
説
く
を
要
し
な
い
し
、
又
銑
述
の

論
中
に
も
些
か
鰯
れ
た
所
が
六
ン
い
課
で
な
か
っ
た
。
し
か
も
乍
ら
そ
の
際
に
も
論
じ
た
如
く
、
往
生
の
事
實
に
重
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

お
く
黙
で
之
を
統
一
し
た
こ
の
三
國
往
生
傳
は
、
そ
の
爲
に
傳
記
本
來
の
個
性
的
な
特
性
を
少
な
か
ら
ず
稀
薄
に
し
た

事
は
確
か
で
あ
る
。
た
や
そ
れ
が
生
前
に
於
け
る
事
績
、
活
動
の
記
述
を
も
多
く
と
り
入
れ
る
に
躍
躇
し
な
か
っ
た
日

本
往
生
濃
墨
記
以
下
の
も
の
に
あ
っ
て
は
、
異
相
往
生
砂
一
事
に
共
蓮
黙
が
遣
か
れ
て
も
、
術
傳
記
の
個
性
的
な
特
質
・

は
よ
一
之
を
保
持
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
業
際
又
是
等
の
書
に
湿
て
は
、
著
昏
惑
の
興
味
も
多
く
か
や
う
な
傳
記

本
來
の
性
質
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
内
容
よ
り
し
て
窺
ふ
に
困
難
で
な
い
。
故
に
今
、
唱
導
集
の
往
生
傳
が
個
性
的
な



も
の
を
薄
く
し
た
事
は
、
傳
記
本
心
の
興
味
を
殺
ぐ
事
で
あ
り
、
唱
導
に
當
っ
て
は
、
民
衆
に
他
の
如
何
な
る
黙
で
興

味
を
喚
趨
せ
し
め
う
る
か
と
い
ふ
問
題
が
來
る
で
あ
ら
う
・
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
、
に
説
話
の
も
つ
興
味
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
沁
。
特
異
の
個
人
に
封
ず
る
興
味
は
、
む
し
ろ
こ

㌧
に
於
て
は
説
話
そ
の
も
の
、
話
の
内
客
自
身
に
多
く
か
、
つ
て
き
た
事
を
察
す
る
の
で
あ
る
。
話
の
主
題
た
る
往
生

者
の
名
の
如
き
は
特
に
知
ら
れ
た
も
の
を
除
き
、
絡
む
ね
話
の
事
實
性
を
示
さ
ん
が
爲
の
標
識
に
過
ぎ
な
い
と
さ
へ
み

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
只
、
こ
、
で
考
へ
る
事
は
、
突
然
に
説
話
的
な
興
味
が
個
人
的
な
も
の
に
了
す
る
興
味
に
取
っ
て

代
つ
北
と
い
ふ
の
で
は
な
べ
、
事
實
は
早
く
か
ら
前
者
の
強
威
が
後
者
の
興
昧
に
常
に
附
随
し
、
南
瓦
の
第
二
次
的
な

性
格
と
し
て
・
黍
食
れ
薪
で
あ
っ
砦
い
ふ
事
で
あ
・
・
秘
記
に
於
け
・
説
話
的
な
萎
七
八
的
な
農
は
幽

史
書
、
大
鏡
に
於
て
既
に
之
が
明
瞭
に
あ
ら
は
れ
て
み
る
。
そ
の
列
傳
的
な
編
纂
膿
裁
は
、
表
面
の
意
識
と
し
て
は
支

那
の
書
に
倣
っ
た
所
で
あ
っ
て
も
、
實
際
は
逆
に
、
説
話
の
も
つ
興
昧
こ
そ
こ
の
書
の
著
者
を
し
て
列
靴
墨
を
と
る
の

便
宜
を
思
は
し
め
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
や
う
に
見
れ
ば
、
　
一
連
の
往
生
傳
が
相
次
い
で
編
述
せ
ら
れ
つ
、
あ
っ
た
李
安
末
期
は
、
常
に
そ
の
側
面
に
傳
記

の
も
つ
説
話
的
興
昧
の
狡
展
が
併
行
し
て
ゐ
π
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
異
種
の
著
作
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
の
あ

っ
た
事
を
思
ふ
の
で
あ
る
。
今
昔
物
語
が
全
ぐ
の
説
話
書
で
あ
る
に
拘
ら
す
影
し
く
傳
記
を
と
り
入
れ
て
み
る
事
實
も
、

傳
記
に
甥
す
る
興
味
の
中
心
が
奈
邊
に
移
れ
る
か
を
よ
く
示
し
て
み
る
。
其
後
鎌
倉
時
代
と
な
っ
て
は
、
傳
記
の
説
話

　
　
　
　
艶
働
幅
下
唱
準
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
ム
ニ
巻
　
　
…
纂
二
號
　
　
　
瀦
一
浦
廻
三



　
　
　
、
　
離
蹴
込
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
市
　
二
巻
　
三
二
號
　
　
三
六
四

文
學
書
に
載
る
も
の
敢
て
珍
し
か
ら
す
、
今
一
々
を
畢
げ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
興
昧
の
主
眼
黙
に
於
て
は
、
唱
導
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
ヲ

も
之
と
軌
を
一
つ
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
そ
の
往
生
傳
が
最
初
に
、
「
、
凡
餅
ぎ
園
芸
一
斗
膿
可
二
時
歎
」
と
い
ひ
、
「
述

其
旨
趣
可
加
詞
」
と
漸
っ
て
み
る
如
／
＼
爆
風
表
白
す
る
に
際
し
て
は
、
許
す
限
り
内
容
に
潤
色
を
加
へ
、
説
話
の
興

昧
を
そ
ふ
る
や
う
努
力
し
大
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
聴
者
民
衆
の
最
も
喜
び
受
入
る
、
所
の
竜
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
説
話
の
興
味
を
主
と
し
て
表
自
せ
ら
れ
た
の
は
、
猫
り
往
生
傳
の
如
き
佛
翌
翌
を
帯
び
た
も
の
に
限
ら
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
。
五
口
念
往
稔
よ
り
次
の
因
縁
と
攣
る
條
に
轟
轟
、
事
に
よ
っ
て
、
更
に
重
考
も
の
を
平
す
働

で
あ
㌫
う
。
因
緑
の
條
は
之
を
分
っ
て
明
王
、
忠
臣
、
孝
父
、
孝
母
、
賢
夫
、
貞
女
、
師
範
、
弟
子
、
朋
友
付
兄
弟
の
九

篇
と
し
て
み
る
が
、
今
遺
す
所
は
十
王
篇
に
於
て
ニ
ケ
條
、
二
毛
篇
に
総
て
一
ケ
條
、
孝
父
篇
に
於
て
十
ニ
ケ
條
、
孝

母
様
に
於
て
ナ
ニ
ケ
條
の
話
を
み
る
に
す
ぎ
7
3
Φ
い
。
目
次
に
よ
れ
ば
明
王
篇
以
下
賢
夫
篇
ま
で
各
々
十
二
ヶ
條
の
話
が

あ
る
事
に
な
っ
て
を
り
、
他
の
寄
篇
に
は
何
の
記
載
も
な
い
が
、
恐
ら
く
亡
父
孝
骨
の
二
篇
を
除
き
、
他
は
未
完
成
．
か

或
ひ
は
高
野
博
士
の
云
は
る
、
如
く
、
豫
定
の
み
示
さ
れ
て
あ
っ
た
の
で
あ
ら
・
フ
。
以
下
に
は
完
結
せ
る
二
篇
め
み
の

箇
條
を
示
し
、
専
ら
是
等
に
就
い
て
考
へ
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
孝
　
　
父
　
　
篇
　
　
（
番
魏
ば
引
用
の
便
宜
に
附
す
◇



　
　
ヂ
ヨ
ウ
　
ひ
ワ
　
う
ら
ン
　
　
ヲ

（
一
）
重
花
稟
位
一

（
三
）
」
形
渠
哺
父

（
五
）
三
州
爲
姓

（
七
）
顔
烏
名
縣

　
　
　
　
サ
イ

（
九
）
高
柴
不
険

（
十
一
）
許
牧
屓
土

　
孝
母
篇

　
　
　
　
　
り
じ
く
ツ
エ
　
　

（
十
三
）
伯
喩
泣
〆
杖

（
十
五
）
丁
蘭
爲
眞
一

（
十
七
）
　
百
年
思
寒

　
　
　
　
　
　
ヲ

（
十
九
）
　
孟
宗
得
〆
第

（
世
一
）
葵
順
探
桑

（
仕
三
）
帳
女
傷
碑

A　rtx　A　A　A　r”
士＋八六四二
V　V’　V　Nv’　V　V

（
十
四
）

（
＋
六
）

（
＋
八
）

（
董
，
）

（
世
二
）

（
廿
四
）

　
　
ウ
ル
　
　
ヲ

回
書
費
身
一
，

　
　
コ
ス
　
　
ニ

原
谷
孝
騨

　
　
ク
　
　
み

曹
蛾
趣
墜

　
　
　
ニ

申
明
順
調
“

　
　
　
ヲ

曾
参
忘
飢
一

　
イ
ぷ
リ
ス
　
ニ

王
褒
盧
ド
墓

　
　
　
ヲ

郭
説
得
ノ
釜

楊
威
発
出
席

　
　
　
ヲ

張
敷
藏
μ
扇

　
　
　
ヲ

王
．
軍
営
ド
魚

姜
詩
得
泉

　
ン
よ
ン

王
卿
悲
鮭
、

　
一
見
し
て
直
ち
に
想
像
さ
れ
る
如
く
、
等
等
表
題
の
話
は
す
べ
て
支
那
に
於
け
る
一
個
人
の
謂
は
“
逸
話
の
類
で
あ

る
が
、
何
れ
を
濁
す
る
も
左
程
長
く
な
・
＼
中
に
は
僅
か
一
行
乃
至
二
行
に
す
．
海
な
い
短
文
さ
へ
あ
っ
て
、
（
九
、
十
、
十

一
、
十
二
、
十
六
の
話
二
つ
の
纒
つ
淀
逸
話
と
す
る
に
は
徐
り
に
あ
っ
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
之
等
の
話
は

　
　
　
普
蓮
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
十
三
巻
第
二
號
　

三
六
五
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普
趨
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巷
　
第
二
號
　
　
三
六
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
串

既
に
引
用
の
先
例
が
あ
り
、
本
篇
最
初
の
章
に
暴
げ
た
言
泉
集
は
、
そ
の
大
掌
同
じ
話
を
早
く
採
録
し
て
み
た
の
で
あ

っ
て
、
夫
々
に
は
支
那
の
書
名
を
も
併
せ
記
し
た
爲
、
之
等
説
話
の
出
典
も
お
よ
・
そ
知
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

　
註
⑮
愛
に
使
耀
じ
六
書
選
集
ほ
龍
餐
大
壁
圃
書
館
写
す
る
極
め
て
新
し
い
爲
本
で
あ
る
。
之
に
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
天
文
二
十
二
年
（
閏
正
月
）
の
霞
爲
本

　
　
　
か
ら
謄
爲
さ
れ
六
捺
で
該
傷
心
本
ほ
大
屋
徳
算
氏
所
藏
と
い
ふ
が
、
未
だ
兇
る
を
得
な
い
。
本
書
に
つ
い
て
の
詳
し
い
考
察
ほ
又
溺
の
橋
會
が
あ
る

　
　
　
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

そ
れ
に
よ
れ
ば
三
）
（
三
）
（
六
）
（
九
）
（
十
）
（
十
一
）
（
十
三
）
（
十
四
）
（
十
五
）
（
十
八
）
（
十
九
）
（
廿
）
（
廿
一
）
（
廿
二
）
の
話
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

孝
子
傳
に
、
（
十
二
）
（
廿
四
）
の
話
は
蒙
求
に
、
（
廿
三
）
は
顔
氏
家
訓
に
出
慮
を
求
め
ら
れ
る
。
而
し
て
言
泉
集
に
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

る
孝
子
傳
と
は
、
恐
ら
く
苦
の
徐
廣
撰
す
る
所
の
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
今
京
都
帝
大
圖
書
館
寄
託
の
近
衛
家
本
に
つ

い
て
之
姦
す
る
に
・
藁
祭
前
掲
の
燈
ハ
を
盟
薯
と
こ
ろ
以
外
爾
・
三
（
四
）
（
五
）
（
筆
入
）
壬
調
（
＋
さ
脚

（
十
七
）
の
話
を
も
孝
子
傳
に
於
て
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
結
局
は
、
（
廿
三
）
（
廿
四
）
の
話
を
除
き
、
他
は
す
べ
て

孝
子
傳
が
採
録
し
て
み
る
と
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
唱
導
集
孝
父
孝
母
二
篇
の
話
は
之
を
直
接
も
し
く
は
言
泉

集
を
通
じ
て
間
接
に
、
殆
ん
ど
こ
の
孝
子
傳
か
ら
文
例
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
と
云
へ
や
う
。

　
註
⑯
（
十
九
）
の
人
名
孟
宗
ほ
言
泉
集
で
ほ
孟
仁
と
あ
る
。

　
　
⑰
蒙
求
に
ほ
（
十
ε
の
裏
櫃
が
王
脩
轍
融
、
（
骨
四
）
ゆ
表
魑
が
王
夏
柏
滲
と
な
っ
て
み
ろ
Q

　
　
⑱
．
今
、
明
の
陶
宗
儀
編
す
ろ
勝
の
設
邪
第
．
五
十
入
巷
に
牧
む
。

　
　
⑲
こ
の
話
ば
中
世
の
人
名
が
孝
子
傳
で
ほ
再
造
と
な
っ
て
み
る
に
す
ぎ
す
、
阿
じ
く
（
ナ
六
）
の
話
ば
揚
威
が
陽
威
に
、
（
十
七
）
の
話
声
百
年
が
朱
買
年

　
　
　
と
墾
っ
て
み
る
だ
け
で
あ
ろ
。



　
而
も
そ
の
孝
子
傳
牧
む
る
以
上
の
話
は
、
之
又
淡
し
て
徐
廣
が
最
初
に
記
録
し
た
所
で
は
な
く
、
そ
、
の
典
慷
と
な
る

も
の
が
既
に
早
く
あ
っ
拠
、
事
を
、
二
三
の
例
か
ら
推
知
し
え
ら
れ
る
の
で
あ
、
る
。
即
ち
上
述
に
よ
っ
て
察
せ
ら
れ
る
如

く
、
（
十
二
）
王
褒
盧
レ
墓
の
話
は
蒙
求
に
も
王
哀
狛
惨
の
題
で
見
え
、
同
書
は
こ
の
話
が
講
書
に
饗
す
る
所
で
あ
っ
た
事

も
明
記
し
て
ゐ
魎
，
羅
（
茜
あ
種
三
國
志
の
馨
に
基
く
旨
難
詰
は
記
し
て
を
り
・
再
三
の
書
を
轡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ば
、
（
廿
）
の
話
は
督
書
誌
傳
に
、
（
六
）
の
話
は
後
漢
書
（
列
傳
）
に
、
（
十
三
）
の
話
は
説
苑
に
散
見
す
る
を
知
る
で
あ
ら

う
。
爾
一
々
に
つ
い
て
仔
細
に
挑
む
れ
ば
、
多
く
の
典
篠
を
見
忠
し
う
る
と
思
は
れ
る
が
、
か
、
る
些
少
の
事
例
か
ら

し
て
も
お
よ
そ
云
ひ
う
る
事
は
、
正
史
其
他
の
書
に
記
載
す
る
列
傳
禮
の
叙
述
が
、
お
ほ
む
ね
孝
子
傳
の
交
に
比
し
遙

・に

ｷ
文
で
あ
り
、
詳
細
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
で
あ
る
。
列
傳
は
個
人
に
關
す
る
事
柄
を
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
渉
っ
て
克
明

に
記
録
し
て
み
る
が
、
孝
子
傳
の
文
は
僅
か
に
そ
の
一
部
の
摘
出
で
あ
り
、
そ
の
部
分
は
必
ず
孝
子
と
し
て
の
行
動
を
叙

す
る
所
に
限
ら
れ
た
事
、
い
ふ
迄
も
な
い
で
あ
ら
う
。
而
し
て
か
や
う
な
傳
記
の
抄
鵠
は
、
臆
、
て
前
章
の
終
り
に
述
べ

淀
如
く
、
下
記
軍
器
の
特
性
を
稀
薄
に
し
て
ゆ
く
結
果
と
な
る
。
行
動
そ
の
も
の
だ
け
を
轡
型
る
事
に
よ
っ
て
、
興
味

は
軍
な
る
説
話
的
な
も
の
に
移
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
元
よ
り
野
馬
者
が
、
説
話
的
な
興
味
の
内
に
孝
道
を
説
か
ん
が

爲
の
必
要
か
ら
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
厨
時
に
此
傳
記
の
説
話
化
は
我
國
の
民
衆
に
も
支
那
の
話
が
書
く
親
し
ま
れ
を
契

機
を
な
し
た
事
と
考
．
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
銑
に
（
四
）
（
五
）
（
六
y
（
七
）
（
十
二
）
（
十
三
）
（
十
四
）
（
十
五
）
（
十
六
）
（
十
七
）

　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
十
二
）
（
十
九
）
の
話
が
今
昔
物
語
に
載
せ
ら
れ
て
く
る
こ
と
も
、
そ
れ
ら
が
民
衆
の
聾
心
と
無
鯛
係
で
な
か
っ
た
事
情

　
　
　
　
煎
曲
玉
唱
繊
V
集
に
つ
い
て
（
不
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
爪
懸
　
第
二
糖
｝
　
　
三
六
七

（　1；V）9　〉



　
　
　
　
　
離
拗
｝
巡
唱
導
雛
…
に
「
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
報
〕
　
餓
〃
二
號
　
　
　
三
晶
ハ
八

を
思
ふ
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
註
⑳
唱
導
集
一
↑
に
、
こ
の
話
な
漢
書
か
ら
取
っ
た
檬
に
記
し
て
み
る
が
、
之
ほ
誤
り
で
あ
ら
う
。
成
罹
、
葡
漢
書
巻
六
十
四
下
に
輝
輝
傳
を
載
ゼ
、
蒙
求
の

　
　
　
王
衰
と
娃
名
論
…
致
す
る
が
、
内
容
に
杢
く
請
人
の
簿
で
あ
る
Q
尉
こ
の
序
に
、
唱
導
集
が
引
用
書
名
な
三
っ
て
る
る
と
思
ぼ
れ
る
顯
著
な
例
な
示

　
　
　
ゼ
ば
、
下
巻
往
幽
傳
の
初
め
に
七
っ
て
藩
者
が
傾
盃
傳
記
の
丈
鰹
総
計
さ
ん
が
爲
、
代
表
的
な
例
と
し
て
示
し
れ
浩
和
天
県
の
御
傳
で
あ
る
。
こ
の
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
テ
　
　
ク

　
　
　
愚
「
披
碍
本
往
癒
傳
策
ご
漁
し
と
し
て
み
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
實
に
後
壁
還
往
血
健
（
巻
下
）
に
間
て
く
る
も
の
で
あ
ろ
。
（
唱
導
集
の
云
ふ
碍
本
往
生
傳

　
　
　
が
日
本
律
止
極
意
詑
な
指
ぜ
る
も
の
で
あ
ろ
こ
と
ほ
、
同
じ
く
唱
導
集
、
本
朝
徒
生
人
中
に
牧
む
ろ
慶
滋
保
胤
傳
の
丈
か
ら
知
る
嶺
が
帯
來
る
。
）

　
　
　
　
し
か
し
自
分
ぱ
、
以
上
の
様
な
誤
謬
が
唱
襟
集
の
も
つ
意
味
を
改
墾
ぜ
し
め
る
と
に
少
し
も
考
へ
な
い
。
寧
ろ
威
厳
が
、
さ
う
し
れ
欝
典
の
銘
記

　
　
　
に
重
り
深
く
留
意
し
な
か
つ
乗
事
忌
存
考
へ
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
精
紳
と
す
ろ
班
が
何
庭
に
あ
っ
六
か
を
よ
く
君
威
し
え
ら
れ
ろ
と
思
ふ
の
で

　
　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
．

　
　
⑳
但
し
號
苑
の
記
載
α
そ
の
序
に
、
「
釆
傳
記
百
家
班
載
行
事
賢
母
以
爲
蝿
書
し
云
々
と
見
ゆ
る
に
よ
っ
て
、
こ
れ
叉
他
の
何
等
か
の
傳
配
類
が
そ
の
元
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

　
　
　
な
な
し
て
る
た
事
情
奄
察
知
す
る
の
で
あ
ろ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
⑳
之
等
の
話
ほ
夫
々
始
め
の
も
の
か
ら
順
に
、
今
昔
物
叢
論
第
九
、
震
旦
附
孝
養
の
内
の
第
四
ナ
五
語
、
飾
四
十
轟
ハ
語
、
第
七
藩
、
第
十
語
、
第
八
語
、

　
　
　
第
㎝
十
一
瓢
…
、
第
一
瓢
脇
、
F
第
一
二
就
…
、
鰭
単
五
覗
m
、
策
十
二
戴
…
、
策
山
ハ
浬
…
、
餓
謝
二
就
…
に
相
諾
す
る
O
表
賑
　
に
ぽ
少
な
か
ら
ず
黒
ハ
碍
が
あ
ろ
O

　
し
か
し
乍
ら
更
に
重
要
な
事
は
、
元
來
儒
静
的
立
場
に
立
脚
し
た
之
等
の
話
が
、
何
故
唱
導
集
に
記
載
す
る
必
要
を

見
淀
か
と
い
ふ
問
題
で
あ
る
。
之
に
謝
し
て
、
吾
人
は
先
づ
唱
導
内
容
の
民
衆
化
が
も
つ
意
昧
を
考
へ
て
見
る
べ
き
で

あ
ら
う
。
蓋
し
民
衆
化
せ
ん
が
爲
に
は
、
唱
導
内
容
は
自
ら
薄
型
の
専
門
的
な
術
語
、
複
雑
難
解
な
聾
心
を
避
け
ね
ば

な
ら
ぬ
の
み
な
ら
す
、
佛
激
思
想
が
も
つ
特
殊
な
精
聯
構
造
は
、
更
に
一
般
的
普
遍
的
な
人
間
性
の
説
述
を
挨
た
す
し

て
直
ち
に
大
衆
に
理
解
さ
せ
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
彼
等
に
は
、
特
殊
な
宗
澱
概
念
の
澱
説
へ
と
飛
躍
す
る
前
に
、
入



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

間
の
も
つ
べ
き
一
般
的
な
激
へ
が
具
膿
的
な
形
と
し
て
、
説
か
る
、
事
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
、
る
一

般
的
な
激
へ
な
る
も
の
こ
そ
、
倫
理
道
徳
を
措
い
て
は
外
に
な
い
の
で
あ
り
、
儒
漱
的
思
想
は
ま
さ
に
之
に
癒
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
で
あ
っ
淀
と
い
へ
る
。
沙
石
集
が
「
、
孔
子
の
物
語
あ
ま
ね
く
天
下
の
人
を
教
へ
て
佛
法
に
入
る
方
便
也
」
と
し
だ
精

帥
は
、
以
上
の
如
き
理
由
に
よ
っ
て
、
盛
り
著
者
無
住
の
み
で
な
く
、
点
く
當
時
の
点
滅
が
抱
い
た
所
で
も
あ
っ
た
と

云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
註
⑳
沙
石
集
巻
第
三
下
　
樽
尾
上
入
物
語
事
。

　
孔
子
の
物
語
と
は
、
孔
子
も
し
く
ぼ
孔
子
を
取
り
ま
く
周
園
の
門
弟
達
の
言
行
に
醐
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
を
指
す

の
で
あ
ら
う
が
、
論
語
の
如
き
を
多
少
説
誘
化
し
た
も
の
も
あ
ρ
π
楼
で
、
沙
石
集
に
は
孔
子
之
物
語
事
と
労
す
る
條

が
あ
る
。
へ
巻
第
三
下
）
　
唱
導
集
で
は
孝
謁
見
（
十
）
に
曾
墾
の
話
が
見
え
る
外
、
上
に
ひ
い
た
孝
子
傳
に
は
仲
由
や
関

子
霧
の
話
が
認
め
ら
れ
て
を
り
、
後
者
閥
子
鱒
の
話
は
沙
石
集
に
も
．
假
名
交
り
文
と
ハ
ハ
．
つ
て
同
内
容
の
引
用
を
見
る
。

（
憲
第
三
下
）
次
に
畢
ぐ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
孔
子
の
弟
子
の
四
入
の
上
足
の
中
に
、
団
子
篠
と
い
ひ
け
る
ば
、
畿
母
是
な
に
く
み
て
、
我
子
二
人
に
ば
當
の
綿
な
着
ぜ
、
驚
に
任
意
の
花
た
綿
に
し
て

　
　
　
　
　
こ
れ
を

　
着
ぜ
け
り
。
此
う
ら
む
ろ
心
な
く
し
て
父
に
乏
し
け
れ
ど
も
、
自
然
に
罵
る
瞳
見
つ
け
て
、
父
大
き
に
怒
9
て
現
勢
追
ひ
繊
だ
す
。
驚
父
な
諌
め
て
云
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
と
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と
へ

　
「
母
家
に
有
て
ば
一
子
一
重
な
ら
ん
。
母
家
に
な
く
て
ほ
三
子
一
軍
な
ら
ん
し
と
。
ま
こ
と
に
母
な
く
ば
共
に
薄
か
ろ
べ
し
。
む
と
ひ
よ
の
母
あ
ら
ば
、

　
又
三
人
綴
子
六
る
べ
き
由
な
い
ひ
け
る
に
、
父
近
理
に
折
れ
て
妻
な
留
む
。
典
後
綴
鳳
心
葎
改
め
て
、
我
ま
こ
と
の
子
よ
り
も
い
と
ぼ
し
く
し
け
り
。

沙
石
集
は
こ
の
後
に
、
省
我
國
に
於
け
る
類
似
の
例
を
も
記
し
、
そ
の
あ
と
に
、

　
　
　
　
普
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
策
二
號
　
　
三
六
九

（161）



　
　
　
　
讐
題
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
巻
　
箪
二
二
　
　
三
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
も
ロ
な

　
か
の
舐
子
搭
に
似
ね
り
。
梵
綱
の
丈
に
も
あ
ひ
て
哀
れ
な
り
。
　
｝
切
の
男
子
ぱ
管
自
適
、
　
切
の
女
人
ほ
皆
我
母
な
り
と
観
け
る
に
違
に
ぬ
心
な
る
べ
し
。

と
附
言
し
て
み
る
。
郎
ち
我
國
の
綴
母
に
關
す
る
一
物
語
が
、
そ
の
宝
寮
に
激
て
闘
誤
審
の
話
に
も
似
る
と
同
時
に
、

梵
網
経
の
い
ふ
所
に
も
合
す
る
と
説
く
に
よ
っ
て
、
晒
に
儒
澱
的
倫
理
的
脅
爲
が
面
差
の
藪
と
も
逓
す
る
事
を
説
い
て

み
る
の
で
あ
る
。
輩
に
そ
れ
が
孔
子
の
再
読
言
動
に
限
る
と
す
る
の
で
は
な
く
、
慶
く
如
何
な
る
入
墨
に
つ
い
て
も
、
そ

の
入
の
現
實
に
於
け
る
滋
徳
行
爲
が
直
ち
に
移
し
て
民
衆
の
一
般
倫
理
的
な
模
範
と
な
り
、
彼
等
の
之
に
微
ふ
こ
と
が

や
が
て
佛
激
の
と
く
所
に
合
致
す
べ
き
構
遣
を
も
つ
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
愛
に
は
彼
の
難
解
な
朱
喜
…
の
性
理
學
や
儒

演
説
を
佛
法
へ
の
方
便
と
し
て
説
か
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
師
ち
孔
子
の
物
語
乏
沙
石
集
が
云
っ
た
と
き
、
伺

時
に
そ
こ
に
は
儒
敢
的
な
説
話
一
般
む
併
せ
濡
話
さ
れ
て
る
た
の
で
あ
り
、
さ
う
し
た
話
が
現
實
に
入
間
と
し
て
の
滋

を
行
ふ
事
の
可
能
性
を
保
管
す
る
と
共
に
、
、
そ
の
實
行
が
五
宗
激
酌
精
艸
に
も
合
す
る
所
以
で
あ
．
⇔
と
し
た
の
で
あ
っ

て
、
か
や
う
な
激
化
内
容
の
論
理
的
構
造
こ
そ
、
實
に
當
代
佛
澱
が
も
つ
大
き
な
特
色
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

か
一
し
て
唱
導
集
が
探
入
れ
た
以
上
二
十
四
箇
條
の
話
も
、
民
衆
激
化
に
は
必
要
な
素
材
で
あ
っ
た
事
を
額
き
う
る
筈

で
あ
り
、
　
行
二
行
の
短
文
も
唱
導
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
、
に
至
っ
て
第
四
章
の
初
め
に
保
鷲
し
た
唱
導
集
中
怒
療
師
の
條
、
孔
子
影
以
下
の
数
ヶ
．
條
も
、
岡
じ
孟
旨
の
下

に
理
．
解
す
る
事
が
出
　
蘇
る
。
愛
に
記
さ
れ
た
も
の
は
孔
子
、
老
子
、
顔
回
、
白
廻
天
、
人
臓
、
亡
親
の
六
感
で
、
　
一
は

儒
家
、
…
は
道
家
、
…
ぱ
詩
人
、
一
は
歌
人
、
皿
は
肉
親
と
夫
々
方
面
を
異
に
し
て
み
る
が
、
吾
入
は
す
べ
て
之
等
を
、

（　16L）　），



今
ま
で
考
へ
來
つ
た
儒
敏
的
な
精
紳
の
上
に
立
脚
し
て
訊
4
5
へ
た
い
。
孔
子
、
認
諾
を
圃
像
に
よ
っ
て
禮
讃
す
る
事
は
儒

教
乱
撃
徳
的
点
苔
の
象
徴
化
と
し
て
、
當
然
の
事
柄
で
あ
ら
う
が
、
老
子
と
雛
も
さ
う
し
た
主
旨
か
ら
全
く
離
れ
て
説

か
れ
た
と
は
思
は
れ
な
い
。
之
に
よ
っ
て
溢
激
思
想
が
紹
介
せ
ら
れ
た
と
す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
老
子
自
身
が
民
衆
に
は

支
那
に
於
け
る
一
般
的
聖
人
賢
人
と
し
て
至
徳
的
な
意
識
の
内
に
於
て
受
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
殊
に

文
中
孔
子
と
の
關
係
を
多
く
説
け
る
事
は
、
さ
う
し
た
戚
を
強
く
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
白
樂
天
及
影
写
は
文
人
で
あ
、

る
爲
、
從
來
讃
仰
す
る
人
々
の
内
に
影
供
も
よ
く
行
は
れ
て
を
り
、
聯
か
趣
を
異
に
す
る
様
で
あ
る
が
、
以
上
の
思
想

家
宗
激
家
と
並
ん
で
探
在
せ
ら
れ
た
所
に
、
詩
聖
と
し
て
又
歌
仙
と
し
て
俗
者
を
超
え
た
も
の
に
熱
す
る
儒
敢
風
な
讃

．
仰
の
心
萎
怠
れ
て
あ
・
浮
言
ふ
．
詩
や
歌
に
つ
い
て
の
警
を
轟
画
し
な
か
っ
た
庶
民
に
・
つ
て
は
、
詩
歌
醐

の
偉
人
も
倫
理
的
徳
行
者
と
し
て
の
聖
賢
と
多
く
異
っ
た
三
昧
を
も
た
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
最
後
に
亡
親
形
像
影
が

あ
る
が
、
亡
き
親
の
一
般
供
養
に
當
り
、
表
白
せ
ら
る
、
内
容
が
如
何
に
儒
毅
的
な
も
の
を
顧
慮
し
て
み
る
か
、
次
の

文
を
一
讃
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
如
實
に
そ
れ
を
認
め
ら
る
、
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
流
暢
名
、
返
貼
鯵
可
成
り
に
混
観
せ
ろ
爲
、
誼
解
し
難
い
所
も
あ
る
が
、
及
ぶ
限
り
原
文
通
り
と
す
ろ
。
）

　
　
　
　
方
今
奉
囲
絡
過
去
　
　
　
　
総
駿
聖
　
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
　
眞
影
　
於
今
日
御
作
善
之
席
一
上
覧
薄
型
転
籍
以
奉
讃
嘆
之
一
　
誠
是
颯
實
之
報
恩
抑
忽
最
上
之
善
根
也
　
如
討
議
知
見
誠
心
之
精
微
一

　
　
聖
慧
藁
薦
蓼
撃
墜
畢
凡
於
漫
録
著
雛
遊
薦
拠
華
墨
二
毒
言
二
二
鵡
量
器
締
輪
講
是
蒜
終
泓

　
　
　
　
　
普
魎
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
節
二
號
　
　
三
七
一



　
　
　
讐
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
三
巻
　
二
二
醗
　
　
三
七
ニ

　
　
ロ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
ゆ
ス
ゆ
　
　
　
　
ミ
ズ
ス
ル
は
ト
　
　
　
ニ
ナ
シ
カ
ま
ヂ
ラ
ツ
ク
ぴ
ト
ロ
ト
み
ア
ヤ
ナ
ラ
ノ
け
じ
り
ず
あ
じ
ル
ハ
シ
ヰ
ヲ
ス
　
　
　
キ
ケ
ト
に
サ

　
後
厭
二
三
憂
悶
節
教
之
也
彼
文
云
孝
子
滋
喪
親
一
也
　
笑
　
弗
依
一
｝
禮
一
已
容
　
　
　
言
弗
二
文
一
服
二
美
　
　
弗
二
安
聞
二
　
樂
一

墾
築
琵
、
．
炎
慮
二
勤
饗
華
壇
青
甑
聾
．
瞭
．
。
眺
死
勧
鱗
也
蜘
．
．
、
ボ
．
滅
蝿
蜥
入
繋

　
　
　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
プ

　
　
　
へ
み
テ
ニ
ス
み
ノ
ノ
テ
リ
　
　
　
　
ヘ
ナ

　
也
喪
不
過
∴
年
一
爾
隆
民
有
二
終
一
也
此
文
意
尾
入
之
致
轟
亡
親
孝
養
“
有
二
生
涯
之
孝
一
有
死
後
之
孝
晒
生
涯
之
孝
者
身
篇
二
禮
義
一

　
テ
　
　
ラ
　
　
ツ
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
ユ
　
テ
　
　
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ク
ス
か
コ
　
　
　
ラ
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
シ
　
カ
を
み
ツ
か
コ

　
立
二
身
一
立
二
徳
一
死
後
之
孝
者
父
母
終
耳
払
就
ユ
此
一
叉
有
禮
義
一
者
也
　
奨
　
不
怠
癖
二
禮
一
者
忘
二
儀
無
二
　
亡
二
容
　
　
ト
テ
不
錺
雛
容

　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
ノ
ナ
　
ス
ル
ニ
　
　
ラ
モ
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
コ
び
や
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

　
儀
㎡
不
著
美
服
♂
聞
誤
事
不
念
樂
鱒
　
三
日
食
水
漿
不
入
ロ
一
粗
歎
是
周
之
代
喪
親
之
禮
也
　
裳
爲
相
扶
叱
悲
　
隣
家
入
來
坦
ニ

　
　
　
ス
ヘ
ム
ゲ
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
テ
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ノ
ナ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ス
テ
　
　
　
み
　
　
　
ノ

　
粥
一
先
勧
之
一
也
　
鍵
食
之
“
叉
其
謹
也
　
助
二
巽
身
一
可
致
二
墳
墓
造
作
之
業
｝
　
不
過
二
…
こ
年
一
者
嘗
臨
世
間
之
入
致
三
廻
之
逼
善
楢
　
是

鶴
．
厩
豊
艶
姦
要
塞
郵
駅
年
之
四
一
左
彫
瓢
服
錘
開
綿
直
径
二
野
、
難
業
帳
是
無
奮
費

　
ヲ
　
　
ン
　
　
ト
　
　
＾
　
　
　
　
ナ
　
ノ
　
　
、
、
ミ
へ
、
、
・
．
、
過
、
、
£
、
郵
、
ミ
・
守

　
禮
塵
取
中
一
制
粟
穂
三
年
一
也
　
砺
今
孝
子
大
施
主
以
ユ
影
像
静
致
恭
敬
一
　
俗
法
如
敬
一
一
丁
繭
之
木
干
割
　
隠
道
似
二
禮
一
丹
花
之
形
像
一

　
御
懇
志
之
至
其
讃
嘆
難
及
者
乎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
黙
筆
者
）

雛
⑳
丁
蘭
の
話
ほ
荊
粥
孝
雲
客
の
内
に
見
え
ろ
も
の
で
、
叉
孝
子
傳
、
旨
泉
塩
、
冷
昔
物
講
等
、
勉
に
探
錐
ぜ
ろ
書
窓
な
た
ら
す
、
常
山
に
あ
っ
て
よ
や

　
　
μ
∬
ほ
れ
六
騨
誼
の
　
つ
と
考
へ
・
穏
れ
る
。
侮
㍗
糠
篇
の
丈
に
よ
つ
．
失
左
に
内
欝
九
丁
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
丁
　
灘
爲
。
眞

　
　
丁
葡
看
河
内
入
世
幼
目
母
横
難
＋
五
二
母
。
刻
木
爲
些
供
養
如
在
魚
網
不
孝
以
火
歳
木
導
爆
即
止
木
襲
…
云
汝
婦
難
掻
藤
乃

　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
ニ

　
　
以
嫌
∵
…
送
之
　
又
有
隣
ん
借
斧
一
　
薦
即
啓
木
母
々
々
顔
色
雅
歌
　
乃
木
借
之
贈
　
隣
人
腿
廉
恥
去
　
叢
薄
不
霊
畦
以
刀
研
水
糠
　
　
一
貯
流
血
一
満
地

　
　
蕊
還
児
之
悲
蹄
叫
働
　
即
三
新
隣
人
頭
一
以
祭
彫
麟
　
不
問
罪
撫
緑
位
其
懸
鯛

追
善
の
佛
事
が
孝
道
に
つ
い
て
の
漢
土
の
風
趣
や
感
興
的
色
彩
に
よ
っ
て
説
か
れ
、
独
生
者
が
赴
く
所
の
世
界
に
關

（le，4　））



し
て
よ
う
は
、
こ
の
世
に
在
る
も
の
、
な
す
べ
き
倫
理
的
規
範
が
、
主
と
し
て
敏
へ
ら
れ
る
所
に
、
現
世
本
位
の
世
界
槻

が
あ
り
、
人
間
申
言
の
宗
激
が
あ
り
、
縢
民
生
活
肯
定
の
佛
敏
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
俗
紫
雲
に
於
け
る
倫
理
的
生
活

の
要
請
ー
ー
之
こ
そ
警
官
唱
導
の
上
に
極
め
て
緊
要
な
一
事
で
あ
っ
た
次
第
も
、
か
く
し
て
吾
人
は
了
解
す
る
に
至
る

の
で
あ
る
。
從
來
の
思
想
史
家
が
名
づ
け
て
儒
繹
脅
合
と
い
っ
た
現
象
も
、
翠
な
る
思
想
理
論
の
工
作
、
獲
展
、
と
し
て

の
み
眺
め
て
み
る
限
り
、
そ
れ
は
遽
に
時
代
人
の
生
活
と
遊
離
し
た
も
の
で
あ
り
、
畢
寛
は
二
思
想
の
接
鰯
た
や
そ
の

事
に
止
ま
っ
て
そ
の
内
か
ら
何
等
の
意
昧
も
見
田
す
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
既
述
し
た
帥
佛
暫
含
の
現
象
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
や

い
て
も
同
じ
事
を
考
へ
う
る
の
で
あ
る
が
、
す
べ
て
か
や
う
た
．
習
合
と
い
ふ
事
象
の
内
に
、
吾
人
は
強
き
現
實
生
活
の
肯

定
、
さ
ら
に
滋
藤
的
な
も
の
へ
の
歴
史
的
反
省
が
、
時
代
の
意
識
と
し
て
流
れ
て
み
た
こ
と
を
深
く
戚
す
る
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
か
、
る
意
識
を
自
畳
的
に
強
め
た
も
の
は
、
却
っ
て
未
來
的
な
性
質
を
も
つ
筈
の
佛
毅
で
あ
っ
た
こ
と
、
縷

述
せ
る
所
に
よ
っ
て
知
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
禰
も
こ
の
操
作
こ
そ
、
磐
代
三
蓋
が
國
民
的
性
格
を
捲
ふ
に
至
れ
る
所
以
r

で
あ
っ
た
と
す
れ
賦
、
さ
う
し
た
思
想
的
矛
盾
の
も
つ
意
義
も
、
ま
た
大
で
あ
っ
た
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
宗
激
の
現
實
生
活
肯
定
あ
り
し
が
故
に
、
又
就
會
の
あ
り
の
ま
、
な
る
姿
が
土
憲
に
み
た
世
間
忠
世
襲
爵
の
表
自
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

郊
く
継
．
明
に
把
握
さ
れ
得
た
の
で
あ
り
、
そ
の
内
に
は
自
ら
撫
民
生
活
の
素
朴
な
形
態
も
顧
み
ら
れ
て
、
そ
こ
に
潜
む

古
代
黒
本
的
な
精
神
形
態
が
憩
砥
的
な
信
仰
の
形
と
し
て
引
田
さ
れ
、
侵
に
本
來
的
な
も
の
へ
の
歴
史
的
反
省
が
習
合

的
な
方
法
を
以
て
、
國
民
生
活
の
内
に
説
か
れ
て
き
た
の
だ
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
磐
麺
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銘
二
十
三
巻
　
第
二
號
　
　
三
七
三
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縛
魁
唱
導
集
に
つ
い
て
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ニ
ナ
三
巻
第
二
號
　
　
三
七
四

　
併
し
乍
ら
、
以
上
槍
亡
し
撃
つ
π
諸
事
象
を
、
今
吾
人
は
普
通
唱
導
集
を
考
ふ
る
事
に
よ
っ
て
始
め
て
時
代
的
な
も

の
と
し
て
、
演
澄
し
え
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
時
代
的
な
も
の
を
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
唱
導
集
に
か
、
る
事
象
の

反
映
を
摘
出
し
え
た
と
云
ひ
た
い
の
で
あ
る
。
た
“
そ
れ
が
爲
、
論
理
的
道
筋
を
辿
る
に
偏
し
、
事
實
を
見
る
こ
と
疎

漏
で
あ
っ
て
か
、
る
企
圃
の
實
現
も
術
前
途
遠
／
＼
徒
ら
に
各
方
面
に
問
題
を
残
す
の
結
果
と
な
っ
た
。

　
之
に
つ
い
て
は
懇
切
な
る
諸
賢
の
御
難
儀
に
よ
り
、
他
日
自
ら
の
淺
簿
な
知
識
が
聯
か
な
り
と
も
深
め
ら
る
、
の
機

に
於
て
、
更
に
補
正
再
考
な
由
・
・
る
べ
き
こ
と
を
、
摺
熱
す
る
に
際
し
て
串
し
添
へ
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
昭
和
ご
…
N
｝
、
一
五
稿
了
）
一

　
　
　
拙
い
こ
の
小
篇
も
、
漸
く
こ
・
ま
で
草
し
え
れ
の
臣
、
稲
に
終
始
懇
篤
な
る
彿
指
導
た
受
け
糞
西
田
先
生
や
、
典
他
数
々
の
三
聖
為
與
～
ら
れ
糞
諸

　
　
先
生
、
先
…
輩
方
の
働
蔭
に
よ
ろ
こ
と
で
あ
っ
六
〇

　
　
　
又
本
稿
の
テ
キ
ス
ト
認
る
東
穴
寺
本
普
通
唱
導
愚
婦
び
龍
谷
大
學
本
言
泉
集
た
借
囎
す
る
に
つ
い
て
ほ
夫
々
橋
本
聖
準
氏
、
小
笠
原
宣
秀
氏
の
御
好

　
　
意
が
あ
っ
六
こ
と
、
な
・
－
，
ぴ
に
麗
の
繭
書
に
翻
し
て
高
野
凝
之
博
士
の
伽
教
示
な
耀
い
れ
こ
と
ほ
、
共
に
わ
が
心
の
中
に
深
く
銘
じ
て
忘
れ
な
い
と
こ

　
　
ろ
で
あ
る
。

（ユδの


